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MKS

差出人: MKS
送信日時: 2025年4⽉25⽇⾦曜⽇ 12:56
宛先:
件名: ミツバ環境ソリューション 環境メールマガジン 【第47号】

皆様、お世話になっております。 
新年度が始まり、環境が変化するこの時期は、心身の健康管理が一層重要になります。 
また、新入社員による事故や、慣れない作業でのミスが原因となる労働災害が増えやすい季節でもありま
す。 
毎年 7 月 1 ⽇〜7 ⽇に実施される全国安全週間に向け、4 月は新入社員の安全教育や職場環境の見直しを 
進める最適なタイミングです。この時期に早めの対策を講じることで、7 月の本週間をスムーズに迎えら 
れるよう準備を整えましょう。 
具体的な取り組みや社内での進め方について、さらに詳しく知りたい場合はお気軽にご相談ください。 
それでは、第 47 号のメールマガジンをお届けします！ 

※本メールは、Outlook 2019 リッチ テキスト形式で作成しております。
内容が正常に表示されない場合、テキスト形式にてお送り致しますので、お手数おかけしますがご返信ください。
**************************************************************************⁂

 【ミツバ環境ソリューション 環境メールマガジン】第 47 号 
2025/4/25 配信 

****************************************************************************
本メールは弊社社員と名刺交換させて頂いた⽅にお送りしており、環境情報・化学物質管理などに関連するウエブ 
サイトの新着情報、報道発表情報等を配信するサービスです。原則として隔月に配信いたします。
https://www.t-clover.co.jp/
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--------------------------------------------------------------------------------------------------------

❖ 閣議決定「第 7 次エネルギー基本計画」
エネルギー基本計画は、日本の中⻑期的なエネルギー政策の指針であり、おおむね 3 年ごとに⾒直されています。

現在、日本の電⼒供給の⼤部分は⽕⼒発電に依存していますが、⽕⼒発電は⼆酸化炭素などの温室効果ガスを⼤

量に排出する課題があります。
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そのため、技術革新や政策の⽅向性、再生可能エネルギーとのバランスをどのように取るかが重要な鍵となって

います。 

今回閣議決定された「第 7 次エネルギー基本計画」では、⽕⼒発電の割合を 3〜4 割程度に抑え、 太陽光など

の再生可能エネルギーを最⼤の電源とする⽅針が示されました。 

また原⼦⼒発電については、エネルギー安全保障への貢献や脱炭素効果の観点から、最⼤限の活⽤を図るとして

います。 

＜発電量全体に占める各電源の割合＞ 

2023 年度（速報値） →  2040 年度計画 

▽再生可能エネルギー

（太陽光、風⼒等） 22.9％ → 4〜5 割程度

▽原⼦⼒ 8.5％ → 2 割程度 

▽⽕⼒ 68.6％ → 3〜4 割程度 
第 7 次エネルギー基本計画の概要 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

❖ 報道発表「2023 年度 PRTR データの概要等」について
PRTR 制度に基づき、第⼀種指定化学物質について、事業者は環境中へ排出した量（排出量）や廃棄物などと

して事業所の外へ移動させた量（移動量）の届出を⾏い、国はその集計結果及び推計を⾏った届出対象外の排出

量の集計結果の公表を⾏っています。

・全国 32,502 の事業所から届出が⾏われ、届出排出量は約 137 千トン、移動量は約 266 千トンでした。

・また、届出対象物質の⾒直し前後で継続して指定されている物質（319 物質）については、前年度と⽐較して、

届出排出量・移動量ともに減少しました。 
令和５年度 PRTR データの概要について 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

❖ 報道発表「騒⾳、振動及び悪臭規制法等施⾏状況調査の結果報告」
環境省は、2023 年度の騒⾳・振動・悪臭等の調査結果をそれぞれとりまとめ公表しました。

これらは、全国の都道府県、市及び特別区を通じ、環境基準の達成状況、騒⾳規制法・振動規制法・悪臭防止

法に基づく各種措置の施⾏状況等について調査を⾏い、結果を取りまとめたものです。

ミツバ環境ソリューションでは、騒⾳、振動および悪臭の測定・確認を⾏い、問題が確認された場合には改善に

向けた対応を実施しております。

ご不明な点やご質問がございましたら、どうぞお気軽にお問い合わせください。
騒音規制法等施行状況調査の詳細.pdf 

振動規制法等施行状況調査の詳細.pdf 

悪臭防止法等施行状況調査の詳細.pdf 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------
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❖ セミナーのご案内（群⾺県職業能⼒開発協会）

群⾺県職業能⼒開発協会では、以下の 2 つのセミナーを予定しております。

5 月 14 日・15 日 「ISO9001 内部監査員養成セミナー」 

6 月 11 日・12 日  「ISO14001 内部監査員養成セミナー」 

このセミナーはミツバ環境ソリューション在籍の 2 名が講義を受け持っており、ISO 審査員、中小企業の環境 
経営活動の支援等に従事している経験から幅広い知識で講義を進めています。 
ISO9001、ISO14001 の要求事項を正しく理解したい⽅は、この機会に是非ご参加下さい。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

環境メールマガジン編集部では、様々な労働環境に対する皆様の質問をお待ちしております。 
気になる点などがございましたら、お問い合せ頂ければ幸いです。 
なお、今後配信を希望されない場合は、お手数ですが末尾のアドレスまでにご連絡賜りますようお願い申し上げます 

連絡先︓  https://www.t-clover.co.jp/お問い合わせ/ 

※このメールは、特定電⼦メール法第３条第１項第４号に準拠し配信しています。


